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6. 中庸 
6.1 四書 
 四書とは、儒教の経書（経典）のうち『論語』『大学』『中庸』
『孟子』の四つの書物を総称したものである。朱子（朱熹）に
よって儒教の代表的経典とされた。『論語』は孔子と弟子たち
による言行禄、『大学』は孔子の門人の曾子(そうし)の作とされ
ている。また、『中庸』は曾子の門人の子思の作、子思の門人
に学んだのが孟子とその弟子たちの言行録が『孟子』である。 
 儒教は一般に「修己治人」の教えといわれ、「己自身を修め
る」道徳説と「人を治める」政治説を兼ねた説教と言われてい
る。この四書を学ぶことによって、儒教の正統的な血脈がその
まま会得できると説明された。四書のうち『大学』は「初学入
徳の門」としてまず始めに学び、『中庸』は最も深遠なものと
して最後に学ぶべきものとされている。 

朱子(1130-1200) 
孔子(前 552‒479) 
曾子(前 505‒435) 
子思(前 483‒402) 
孟子(前 372-289)

 

6.2 中庸の精神 
「中庸」という言葉は、四書の一つとして有名であるだけでは
なく、一つの徳目ないしは生活態度を表す言葉として今も生き
ている。「中庸」よりも「中道」と言ったほうが分かり易いか
もしれない。つまり、人間が世の中で暮らしていく上で、極端
に走らず、程良い中を取っていくという生き方である。 
 『論語』の中では、「中庸の徳たるや、それ至れるかな」と
孔子に賞賛されたのがその最初の出典であり、儒学の伝統とし
て長く尊重されてきた。 
 『中庸』第２章には次のような君子（人格者）の道を説く言
葉がある。 

 

仲尼曰。君子中庸。小人反中庸。君子之中庸也。 

君子而時中。小人之反中庸也。小人而無忌憚也。 
 

意味は、次の通りである。 
 

径氏る鋳溶り凸グ樹ォと＼む�ェゆだ晶須る鋳溶(り花馳と糞でェゆだ

りゃ)べオょ煤に�りゃぞォ〜径氏と鋳溶グ樹ォやだぢりるだでょ�径

氏ェびだ琉敗ゆ薪ォ伏だゃだも＼べり浄ゅケゆやどょゃ�べり錠ょ乙ぴ

も鋳ゃてオォでェぼと＼晶須と鋳溶ょ煤にやだぢりる＼だでょ�晶須ェ

びだむ�ェゆだ剛道グやみも＼びで�芯�グ築ェゆだ廻剣ぱゃ稼ゃ�藤

ほエ肱キぶアみもりねォでェゃぞォ〜 
 

 このような思想は中国に限ったことではなく、古代ギリシャ
にも見られる。アリストテレースはメソテース(meso/thß)という
言葉で、この中庸の精神を尊重している。 

∆Aristote¿lhß 
(前 384‒前 322) 

	

中庸の精神（メソテース） 
 

 ÷液道り廻賃�べり扶尊�＼や�ょ胎琳グ�縞ぷび�＼銅ぴに�ほ嘘��

りア晋奮と駄どょふな松ゆにょふなォりる研港グ�縞ぷび�ォ�りゆォょ班

びも＼べオと展醒ゆェ研港グ掃声び測靭び穂疎ふォりぼでェゃぞォ〜戦牲や

で柚肝やでべり陀�カ�カり輪陸填ゆ凸り錠腰ょてだも�はオや銅葉ゃぞ

ォ〜 
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 ふゆキぽ＼ぞェイォ�りグ導琵びぞェイォ�りグ凝腐びも稼ばやょ�袋つ

つゆだゎやる蜂懶やゆエ＼�ほ霜ぴも＼だでゆォ�り�凝オぶ＼だでゆォ�

りょ慌でみも�靭ケゃ剛にゆェれ冥卜やゆォ〜銅ぴに�ほ＼ぞェイォ凱轄グ

恐轄び＼だでゆォ凱轄グ�芯�ゆだゎやる芳埣やゆエ＼ぞェイォ凱轄グ琵ね

ォゆェれ＼÷だキれ冥簡潟ゆゎややゆォ〜でにびも戦牲�柚肝�£廻賃％や

£扶尊％ょウみも縞キオ£鋳溶％≧�ベム【フ∞ょウみも穂ほオォ(1104a∞ 

÷鋳溶≧�ベム【フ∞やる＼ぼと＼入むり庵凸り＼ふゆキぽ廻賃ょ畿めにべ

オや扶尊ょ畿めにべオやり願ょてねォ鋳溶り因だゃぞォ〜べびもぱェょはり

はやる＼£拭濃ア剛逸ょてだも韻むり庵凸る疏ォ�ど摘塔ょ誹びも扶尊び陀

り庵凸るべオグ廻賃びもだォりょ苔びも＼凸る鋳グ塙現びべオグ糎を％�り

ゆォはやょ畿めだもだォ〜凸る＼べオイつ＼べり社胎ょ袖びも糊つれ＼�ほ

べり麻煮グだだ蒜キふ碇逆ょ袖びもだつれ£鋳溶％≧�ベム【フ∞ゃぞォ

と＼びでびべり斎楚聖やで£ウぱ％やでょ袖びもだぢゆェれ＼べオるでつみ

も£墜衿％≧ゾニΚム【フ∞ょ�でゆェゆだ÷(1107a)〜 
 

 
 
 
 
『アリストテレス ニ
コマコス倫理学（上）』
(高田三郎訳)、第二巻二
章、六章、岩波文庫
1971 年 p.59-60, 71-
72 

 

6.3 衣錦尚絅 

 

 尚絅女学会がキリスト教主義の学校であるにもかかわらず、
儒教の経典『中庸』から校名「尚絅」を選んだ経緯については
前述の通りだが、ここではその「尚絅」という言葉について、
前後の文脈から味わってみよう。 
 

詩曰。衣錦尚絅。悪其文之著也。故君子之道。闇然而日章。小人

之道。的然而日亡。君子之道。淡而不厭。簡而文。温而理。知遠

之近。知風之自。知微之顕。可与入徳矣。 
 

持≧び∞ょ曵に£倶≧ょびど∞グ員≧ど∞も絅≧ねだ∞グ梢≧にキ∞ぢ％や〜唾り柄

≧をケ∞り彫≧ぞェ∞キォォグ庵≧ょに∞�ゆエ〜伍ょ径氏り篤≧�ぽ∞る維疏≧ぞ

ケへケ∞やびも執≧びで∞�禰≧ゎ∞ょ賞≧ぞどェ∞でょ＼晶須≧びゥぢぴケ∞り篤

る填疏≧もどへケ∞やびも執�禰ょ暴≧�カ∞を〜径氏り篤る壇≧ほケ∞ょびも執�

薗≧だや∞キぶ＼含≧でケ∞ょびも執�柄ぞエ＼歌≧てケ∞ょびも執�陸≧エ∞ぞエ〜

鴎≧やて∞どり喰≧ぽで∞どグ築エ＼腹≧ゑぢ∞り嫉≧ウ∞ォグ築エ＼疋≧わ∞り個

≧ねケ∞ゆォグ築オれ＼庸≧や�∞ょ凸ょ寧≧だ∞ォ荷び〜 

 
 
島田虔次『大学・
中庸』新訂中国古
典選第 4巻、朝日
新聞社 1967 年 

 

以下、この解説を『尚絅女学院七十年史』から引用しよう。 
 £梢％る茄つォや瀞�〜£絅％る褧や銅ぴゃ＼ぢふ�りゃぞォ〜£倶グども絅

にキぢ％やる＼迅ょ倶グども�＼建びもはオグ嚇翫ょ瑚ォはやゆに＼ぢふだぢぽ

でねグ叶ねォはやゃぞォ〜はオる径氏り須癖＼臣肱つ＼べり咋エ萌グ汰鎚含免ょ

蒜枯びほ糊慾ゃぞォ〜嘗とアア�ふオれ綺裂ゆ員丞グ酎侵みも＼はオ現ウとびょ

もェぢるびほゆぱグょにケぼ糊慾ゃぞォ〜 

 径氏り篤る＼異�びも蒜ぱゆだと＼禰ょ免ェでゃぞォ〜はオょ班びも晶須り篤

る＼るみどエびもだォ葉ぼと＼狙識ょ紹つ縞ぷォ�りゃぞォ〜径氏る飾ょ壇」や

びもべり迅グ女びもだォでェ＼松び�村十賢妓とゆに＼万冥泰ゆ匪キびぱ�ゆに＼

字みも汰鎚含綻ゃぞォ〜びでび＼べはょ�ほ泣みも糊ぢょ糊キオよ述だ肘びぱグ

俗びもだォ〜�ほウに須グ洲ね洋オォ歌だ絢拭とぞゑオもだも�＼べはょる＼ぽ

ァケやびほ篤陸グ椿びもだォでェ＼建びも拭絢ょ添オォはやるゆだ〜 
 

 以上は中庸の句の大意であり、わが校の校名は実にこの句に由
来するのである。 




